














音喜多美保子 *・菊地尚子 *・鈴木千尋 *・高橋健介 *・斉藤千映美 **
Summary of field survey on Acheilognathus melanogaster and educational activity for conservation on site.














　2008 年 6 月、宮城県内の鳴瀬川水系で、宮城県
レッドデータブックにおいて絶滅危惧Ⅱ類に区分さ






















分布調査は以下に記す調査方法をとり、2008 年 10 月
から 2010 年 11 月の調査活動を行った。
　本活動に参加したのは主に宮城教育大学のサーク
ル、自然フィールドワーク研究会 YAMOI に属する学







　2009 ～ 2010 年にわたり行った調査では、タナゴの
生息分布を調べ、体長・体高・体幅より年齢を推測し










調査期間は冬季の 12 ～ 1 月を除き、毎月実施した。
調査人数は 1回の調査につき最低 3人以上で行い、立
会・指導に地域の研究者の同行をお願いしている。調
査地点は河川約 500 メートル中に 7 ポイントを置き、
































月～ 11 月の調査結果では、2 年魚が多く生息してい
ることがわかった（図１）。タナゴの寿命は 2 ～ 3 年


















　2009年と 2010年の同月・同調査地点（地点 a とする）
のマタナゴのデータを比較すると、タナゴの個体数は
やや減少傾向にあった（グラフ 3 ～ 6）。これは天候
や水温、採集方法によってタナゴが取れにくかったこ
とも考えられる。
　また、2009 年、2010 年共に、4 月は 1 年魚が見ら
れなかった（図２、４）。しかし、10 月には 1 年魚が




















図３．2009 年 10 月のタナゴの全長分布



































参加者：児童 17 名、指導者（大学性）11 名、小学校
教諭 2名、外部講師 1名、大学教員 1名




















































参加者：児童 17 名、指導者（大学性）17 名、小学校




































































































宮城教育大学 環境教育研究紀要　第 13 巻 (2011)
タナゴへの関心を高めることで、タナゴの生息する A
川の環境だけでなく、川の周囲環境を守る「地域全体
の保全活動」へ繋がることを信じている。
５．謝辞
　本活動にあたり、協力地域の方々、協力校の校長を
はじめ各先生方にはご理解とご協力を頂いた。お忙し
い中、打ち合わせの場や時間を割いて頂いたり、また
貴重なご意見・アドバイスをくださったりと多大なご
協力をいただいた事に心から感謝する。活動地域の区
長をはじめ地域の方々には、活動を温かく見守って頂
き、活動の場所の環境整備をして頂いた。桜井義洋氏
には、タナゴの調査技術をお教え頂いた。授業の実践
に関しても、当日のみならず準備の段階から終了後ま
で、活動具のサポートやご助言を頂いた。宮城教育大
学の溝田浩二先生、桔梗祐子氏にも、調査に必要な用
具のサポートをはじめとする暖かいご支援をいただい
た。諸氏にこの場を借りて、謹んで感謝申し上げる。
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